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各地域の住民協議会の活動をシリーズで紹介しています。

松名瀬海岸とはまぼう

西黒部まちづくり協議会

みんなでラジオ体操をして

始まります。子どもたちと

一緒にお餅をついたり、

公民館サークルの大正

琴やキッズダンスの披露

などが催され、桜にさらに

花を添えました。

毎年お盆過ぎに実施しま

す。青年団による露店が

立ち並び、音頭取りに合

わせて「 しょんがい踊り」を

踊り、次世代に郷土文化

を伝承します。

令和2年1月25日（ 土）に開催します。西黒

部幼稚園児、西黒部小学校児童の凧や

各自治会の大凧など大空にたくさんの凧が

舞います。他所の方も大歓迎、見学や自前

の凧を持ってご参加ください。

今年は新しい種目を実施

し、子どもたちと一緒に楽

しみました。また、3町対

抗の競技では、応援も含

めて大いに盛り上がりま

した。
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お知らせ

地区体育祭健康花見大会 盆踊り大会

凧揚げ大会

地区防災訓練

全ての町が海岸に面する西黒部地区は、伊勢湾や地区内を流れる

田川をはじめとする豊かな水資源の恩恵を受け、発展してきた地域で

すが、同時に洪水・津波など水害に備えることが重要な課題となってい

ます。協議会では「 一人の被害者も出さない」を合言葉に、西黒部小

学校と合同で地域を挙げて訓練を行い、常日頃の防災意識の高揚に

取り組んでいます。

干潟にはたくさんの人が訪れ、生き物観察

会や清掃活動等が行われます。「 大人に

なっても、もう一度来てみたい」。そんな松

名瀬海岸を守り続けています。


